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条件下（0,0.1, 1, 5および 10mgP kg 1 soil)で60日間のポット栽培を行い、エルゴステロール
を指標にして根内外に形成されたVA菌根菌バイオマスの定量を行った。つぎに、実験2では4種
のマメ科草本｛ヤハズソウ （K.striata）、レンゲ （Astrag，θlussinicus）、アカツメクサ （Trifolium
oratense）、カラスノエンドウ（Vicia angustifolia）｝ とVA菌根菌（G. margarita）を用いて、異


































根菌の炭素量は、根内で3.1gC m-2、根外で7.0gC mえ合計10.1gC m-2と推定された。さらに、
調査地内のヤハズソウの根乾重（69.9mg plant1）と土壌有機炭素量（281.4gC m-2）の結果から、
8月の根外土壌中もあわせたVA菌根菌バイオマスは、ヤハズソウの根乾重の43%に相当し、全土
壌有機炭素の3.6%を占めていた。多くの研究により耕作地や草地土壌での全土壌有機炭素に対する
土壌微生物バイオマスの占める割合は1-4%と報告されている。したがって、本研究で推定された
VA菌根菌バイオマスは非常に大きな値であり、野外植物群落（ヤハズソウ群落）においてVA菌根
菌バイオマスは宿主由来の炭素の大きなシンクであることが明らかになった。菌根菌のターンオー
バータイムは、速いことが知られているため、 VA菌根菌バイオマスは野外植物群落内の植物の炭素
176 藤吉正明
経済や土壌炭素フローに大きな影響を与えている可能性が示唆された。
